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杉小で初お披露目
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横
浜
市
立
杉
田
小
学
校
（
岩
崎
良
之
校
長
）
の
児
童
ら
が
授
業
？
環
と
し
て
考
案
し
、

地
域
住
民
ら
の
投
票
で
杉
田
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
決
ま
っ
た
「
ウ
メ
ニ
ー
」
。
知
的

財
産
権
な
ど
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
な
ど
で
活
用
す
る
た
め
、

元
の
デ
ザ
イ
ン
に
修
心
１
１

‐
を
加
え
た
新
し
い
姿
が
３
月
１
１
日
、
開
校
心
朝
礼
で
披
露
さ
れ
た
。

　
ウ
メ
ニ
ー
は
、
ご
当
地
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
制
作
し
て
杉
田
心

街
の
活
性
化
に
役
立
て
た
い

川||Ⅲ|||||㈲|||||||||||||||||||

と
、
昨
年
度
、
当
時
の
杉
田
小

５
年
２
組
（
現
６
年
生
）
の
児

童
ら
が
総
む
的
な
学
習
「
杉
田

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ウ
メ
ニ
ー
を
手
に
す
る

児
童
ら
と
、
尽
力
し
た
安
藤
代
表
取
締
役
（
左
端
）

市
川
さ
と
し
の
提
言

心
時
間
］
の
中
で

生
み
出
し
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
。
考
案

し
た
約
５
０
種
誇

デ
ザ
イ
ン
か
ら
３

体
に
絞
り
、
校
内

や
街
頭
で
投
票
を

行
っ
て
短
多
数
を

獲
得
し
た
一
体
に

選
ば
れ
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
メ

ー
〒
心
活
躍
の
場

を
探
し
て
い
た
児

童
ら
に
協
力
し
た

心
が
、
普
段
か
ら

通
学
路
見
守
り
支

援
な
ど
で
学
校
と

関
わ
り
を
持
っ
て

い
た
㈱
安
藤
建
設

（
安
藤
竜
一
代
表

取
締
役
、
本
社
・

中
原
）
。
同
社
は

ウ
メ
ニ
ー
を
ブ
ロ
グ
で
紹
介
し

た
り
、
地
域
で
活
動
す
る
人
々

に
「
ウ
メ
ニ
ー
活
躍
ら
場
を
一

緒
に
作
れ
な
い
か
」
と
呼
び
か

け
る
な
ど
、
取
り
組
み
に
尽
力

し
て
き
た
。

　
プ
ロ
が
再
デ
ザ
イ
ン

　
ー
方
で
、
ウ
メ
ニ
ー
を
商
品

化
な
ど
自
由
に
活
用
し
て
い
く

た
め
に
は
、
知
的
財
産
権
な
ど

心
問
題
か
ら
、
他
心
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
の
類
似
性
を
修
正
し
て

い
く
必
要
性
が
浮
卜
す
る
。
昨

年
８
月
に
は
同
社
の
担
当
者
や

児
童
、
教
諭
ら
が
修
正
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。

Ｈ
月
初
旬
に
は
、
プ
ロ
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
よ
る
リ
デ
ザ
イ
ン
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
３
月
１
１
日
に
は
同
校
の
朝
礼

で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
姿

が
披
露
さ
れ
た
。
新
し
い
ウ
メ

ニ
ー
は
、
ピ
ン
ク
色
心
頭
と
手

足
に
、
頭
に
は
梅
心
葉
、
耳
は

地
域
の
声
を
行
政
へ
③
～
少
子
化
問
題
～

子
育
て
世
代
の
支
援
強
化
を

え
ま
す
。

　
加
え
て
、
子
育
て
世
代
の
方

々
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

環
壇
づ
く
り
も
、
Ｐ
分
と
は
Ｉ
．
６

え
ま
せ
ん
。

　
多
く
？
青
て
世
代
か
ら
寄

プロフィール

（
平
成
2
7
年
）

せ
ら
れ
た
悩
み
や
相
談
に
は
、

①
子
ど
も
心
育
児
や
し
っ
け

②
話
し
あ
え
る
相
手
や
相
談
で

き
る
場
所
づ
く
り

③
保
育
所
心
入
所
や
教
育
・
就

学
相
談
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
切
実
な
悩
み
や
相
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３
月
1
9
日
團
号

談
に
っ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

を
気
軽
に
預
け
ら
れ
た
り
、
乙
Ｊ

育
て
に
っ
い
て
相
談
で
き
、
見

守
り
で
き
る
身
近
な
広
場
づ
く

り
な
ど
が
必
。
縦
で
す
。

　
そ
れ
に
加
え
て
、
子
育
て
世

代
の
皆
様
が
安
心
し
て
就
業
で

き
る
場
の
提
供
や
環
境
づ
く
り

な
ど
、
地
域
や
行
政
が
連
携
し

た
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
取

り
組
み
を
充
実
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
心
た
め
に
皆
様
と
と
も

に
、
「
子
育
て
に
優
し
い
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
ま
い
り
ま
す
。

梅
の
っ
ぼ
み
、
首
元
に
梅
の
花

を
着
け
た
可
愛
ら
し
い
デ
ザ
イ

ン
。
制
作
に
携
わ
っ
て
き
た
児

童
ら
は
、
新
し
い
姿
に
「
び
っ

く
り
し
た
。
卒
業
前
に
見
る
こ

と
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
喜
び

を
口
に
し
た
。

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
尽
力
し
た
安
藤
代
表
取

締
役
は
「
ま
ず
は
み
ん
な
が
ウ

メ
ニ
ー
を
好
き
に
な
っ
て
周
り

に
広
め
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
育
て
て
こ
と
呼

び
か
け
た
。
こ
の
日
心
朝
礼
に

も
出
席
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
々
ハ

レ
・
ド
・
バ
ル
ブ
』
心
宮
内
重

明
オ
ー
ナ
ー
は
「
と
っ
て
も
素

敵
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
み
ん
な

と
一
緒
に
愛
せ
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
う
」
と
コ
メ
ン
ト
。

　
朝
礼
心
最
後
に
は
㈱
安
藤
建

設
が
Ｆ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
用

意
し
た
ウ
メ
ニ
ー
の
缶
バ
ッ
ジ

が
全
校
児
童
へ
贈
ら
れ
た
。

　
　
活
用
に
向
け
議
論

　
３
月
１
６
日
に
は
、
商
店
街
や

小
学
校
心
関
係
者
な
ど
、
地
域

で
活
動
す
る
人
が
集
ま
り
、
ウ

メ
ニ
ー
を
今
後
ど
心
よ
う
に
地

相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

禅
馬
会
館
で
３
月
2
8
日

　
行
政
書
Ｌ
高
田
吉
衛
嘔
務
所

で
は
３
月
習
出
、
禅
馬
会
館

（
久
木
町
？
国
道
１
６
号
バ
ス

停
「
浜
」
近
く
）
で
、
相
続
や

遺
言
に
開
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
す
る
。ｌ

　
当
日
は
、
相
続
に
関
す
る
疑

問
や
遺
言
書
心
書
き
方
な
ど
、

区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し

て
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
続

け
る
高
田
所
長
と
、
協
力
嘔
務

・
所
の
書
七
ら
が
親
身
に
相
談
に

応
じ
る
。希時m

瓦賢

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

域
に
広
め
、
活
用
し
て
い
く
か

に
っ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

　
話
し
合
い
の
中
で
は
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
地
域
の
名
所
を
紹

介
す
る
企
画
や
、
杉
田
梅
心
植

樹
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
普

及
促
進
に
活
用
す
る
な
ど
、
様

々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
た
。

　
同
会
心
呼
び
か
け
を
行
っ
た

㈱
安
藤
建
設
の
担
当
者
は
写

後
も
こ
の
よ
う
な
会
を
継
続
的

に
開
催
し
、
ウ
メ
ニ
ー
で
杉
田

心
街
を
元
気
に
し
て
い
け
れ
ば
」

と
話
し
て
い
る
。

一
一
一
日
に
区
ダ
ン
ス
ま
つ
り
Ｉ

　
磯
子
区
総
合
斤
忿
を
会
場
に

３
月
習
㈱
、
区
が
主
催
す
る

第
３
回
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
ダ
ン
ス
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
る
。

　
当
日
、
屋
外
の
特
設
ス
テ
ー

-

W･4･y－

華
や
か
な
演
技
披
露

ジ
で
は
プ
四
ダ
ン
サ
ー
が
審
査

員
を
務
め
る
「
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
。

公
会
堂
で
は
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

か
ら
ジ
ャ
ズ
、
よ
さ
こ
い
な
ど

一
’
　
　
　
　
　
・
ド
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ

１

れ
る
「
オ
ー
ル
ジ
ャ
ン
ル
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
会
」
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

j
‐
‐
‐
Q

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
様
子
（
昨
年
）

　
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
９
時
ｆ
か

ら
午
後
４
時
（
Ｆ
定
）
ま
で
。

コ
ン
テ
ス
ト
や
発
表
会
の
開
始

時
間
、
雨
天
時
の
開
催
な
ど
、

詳
細
は
ｈ
催
者
に
確
認
を
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
区
地
域
振
興
課
活
動

支
援
係
四
〇
４
５
・
７
５
０
・

２
３
９
６
へ
。

を
。
中
し
込
み
や
問
合
せ
は
同

事
務
所
四
〇
４
５
・
７
５
８
・

２
０
８
０
へ
。

ホワイト理容窒;

　ノ

禅馬会館
笥

ローソン　ロ‾ソン100ストア

　（　・2iiｽ●－j　－　㎜加

　S:“ 9バス挙－jfiΞ茜蔓i）
4･●争　　　

磯子消胎‐　　　纏l槍犠瑠

訪
問
看
護
の
現
場
知
る

県
看
護
協
会
が
復
職
研
修

　
看
護
師
心
復
職
を
目
的
と
し

た
「
訪
問
看
護
導
入
・
見
学
体

験
研
修
」
が
５
託
言
、
１
０
一
日

に
神
奈
川
県
看
護
9
4
=
中
区

富
士
見
町
３
の
Ｉ
＝
で
行
わ
れ

る
。
横
浜
市
の
委
託
を
受
け
、

同
協
会
が
行
う
も
の
。

　
訪
問
看
漢
心
制
度
や
特
性
を

講
座
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
心
見
学
実
習
を
通
し
て
学

ん
で
い
く
。
現
場
を
疑
て
、
自

｢ｶﾞﾁめん/｣

分
に
貪
う
職
場
の
探
し
方
心
ポ

イ
ン
ト
を
身
に
付
け
る
。

　
参
加
無
料
。
対
象
は
看
護
師

資
格
を
持
ち
、
今
後
、
同
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
の
就
労
を
希

望
す
る
人
。
定
詰
人
。
申
し

込
み
は
４
月
１
７
目
ま
で
。
Ｈ
月

１０
日
、
１
７
日
に
も
開
催
（
申
込

締
切
１
０
月
８
日
）
。
詳
細
は
同

協
会
地
域
看
護
課
四
〇
４
５
・

２
６
３
・
２
９
３
３
．

食
の
達
人
と
コ
ラ
ボ

元
町
の
下
村
さ
ん
が
レ
シ
ピ

　
横
浜
市
商
店
街
総
連
合
会
が

主
催
す
る
ガ
チ
シ
リ
ー
ズ
第
５

弾
の
「
ガ
チ
め
ん
／
」
企
画
で
、

こ
の
ほ
ど
、
和
食
の
名
店
「
元

町
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
」
の

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
、
下
村
邦
和

さ
ん
=
I
X
=
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
決
定
し
た
。

　
一
昨
年
に
実
施
し
た
「
ガ
チ

丼
／
」
の
冊
ｆ
内
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
。
今
回
は
、
麺

類
の
「
カ
ン
タ
ン
ー
４
Ｊ
」
と

し
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
を
美

味
し
く
す
る
方
法
な
ど
を
紹
介

ｒ
定
だ
と
い
う
。

　
ド
村
さ
ん
は
「
横
浜
の
飲
食

店
同
士
心
つ
な
が
り
を
も
っ
と

密
に
し
て
、
横
浜
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
る
。
「
レ
シ
ピ
づ
く

り
は
濤
段
か
ら
や
っ
て

い
る
こ
と
。
期
待
し
て

く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　
「
ガ
チ
め
ん
／
・
」
の

開
催
期
間
は
７
月
１
目

か
ら
８
月
３
１
目
ま
で
。

－ 一 一 一 一
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ホ
ー
ム
２
戦
は
五
分

国
際
プ
ー
ル
で
連
勝
な
ら
ず

ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
「
Ｔ
Ｋ
ｂ
・
Ｊ
リ
ー
グ
」
東
地

区
（
つ
Ｉ
チ
ー
ム
）
の
横
浜
ビ
ー

・
コ
ル
セ
ア
ー
ズ
は
、
３
月
１
４

ａ
目
、
本
拠
地
？
つ
、
横
浜

国
際
プ
ー
ル
（
都
筑
区
）
で
心

ホ
ー
ム
戦
で
地
区
５
位
の
新
潟

と
対
戦
。
初
戦
晶
－
尽
接

戦
を
制
し
た
が
、
２
日
目
は
８
１

－
９
１
で
敗
れ
た
。

-

-

今
回
の
２
戦
で
計
2
6
得
点
1
1
ア
シ
ス
ト
と
活
躍
し
た
、
主

将
の
山
田
謙
治
選
手
（
右
）
＝
写
真
は
２
月
７
日

秋
秋
社
社
社

春
香

　
　
潮
潮
潮

騒
藷

文
文
斬
斬
新

横山秀夫

横山秀夫

宮部みゆき

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

太一｡異在晶

"乃丁幽ﾐで貳サ

　堂場順一

　
初
戦
は
前
恥
に
最
大
四
一
点
差

を
っ
け
ら
れ
る
も
、
後
半
残
り

１
分
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、
蒲

衿
正
之
選
手
の
３
点
シ
ュ
ー
ト

で
同
点
に
。
試
合
終
了
の
ブ
ザ

ー
と
同
時
に
再
び
３
点
シ
ュ
ー

ト
を
決
め
、
劇
的
な
勝
利
を
飾

っ
た
。
烈
日
は
新
潟
の
堅
い
デ

ィ
フ
ェ
ン
ス
に
苫
戦
し
、
ミ
ス

か
ら
の
連
続
失
点
で
流
れ
を
失

い
敗
戦
。
連
勝
を
逃
し
た
。

　
横
浜
は
４
月
ま
で
今
季
１
２
試

合
を
残
し
、
Ｈ
晶
敗
の
濯
。

５
月
の
プ
レ
ー
オ
フ
進
出
権
が

得
ら
れ
る
８
位
以
内
を
狙
う
。

次
回
の
ホ
ー
ム
戦
は
３
月
２
８
、

習
に
横
浜
国
際
プ
ー
ル
で
福

島
と
戦
う
。

　
チ
ー
ム
の
詳
細
情
報
は
公
式

サ
イ
ト
（
回
可
恐
邱
・
Ｓ
Ｉ
’

８
ヨ
）
で
。
更
新
中
。

社
社

潮
―
島

宮部みゆ゛1祚々新

安　生　JS:一
¢　j l･･‘･こｋＡ,ＤＯＫＡｌｗＡ

　含蜘の友社

東野圭‘誉

犬塚惇'羊

住吉書房　新杉田店

圓64上

目64下

目ソロモンの偽証１第1部

圓冬芽の人

目いちばん長い夜に

目執着捜査一課･津村慶司

目ソロモンの偽証２第1部

－ゼロの迎撃
－ナミヤ雑貨店の奇蹟

回異世界食堂１

！

広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
萱
０
４
５
・
２
２
７

｜

｜

｜

- 一 一

確報提供

-

●

５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

意見広告
　
少
子
化
は
、
子
ど
も
や
子
育

て
に
対
す
る
若
い
照
代
の
考
え

方
や
、
若
い
世
代
の
収
入
で
は

多
く
心
子
ど
も
た
ち
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
実
な

ど
に
、
そ
心
要
因
が
あ
る
と
い

ｉ
ン
１
λ

一
磯
子
区
版
／
ｋ
3
4
6
２
０
１
５
年
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